
実践開始 

それでは今から下記の３STEPを一緒に実践しましょう。 

寄付する自治体とお礼の品を 
決定して申込み 

支払いを行い 

お礼の品を受け取る 

還付・控除の手続きを行う 

※初めての時のみポータルサイトへの登録も必要です 

最後までしっかりと実践してくださいね。 
特にSTEP２までで終わるとただ寄付しただけになってしまいますからね（笑） 



実践開始 

それではポータルサイトへ登録する事からはじめます。 
※2回目以降はこの部分は飛ばしてください。 

※初めての時のみポータルサイトへの登録も必要です 

今回は対応している自治体の多さや使いやすさの面から「ふるさとチョイス」で説明します。 
私の場合は殆どがこのサイトから申し込みをしています。 
 
但し、自己アフィリエイトを行なう場合は「ふるなび」を使ってください。 
現時点で自己アフィリエイトに対応しているポータルサイトは「ふるなび」だけです。 
※わざわざ使い分けるだけ使いやすさの面で差があるということでもあります・・・、慣れの問題かもしれませんが。 

「ふるさとチョイス」TOPの「無料会員登録」をクリックします。 

http://www.furusato-tax.jp/
https://furunavi.jp/
https://furunavi.jp/
http://www.furusato-tax.jp/


実践（ポータルサイト登録） 

メールアドレスを入力して「無料会員登録」を 
クリックします 



実践（ポータルサイト登録） 

届いたメールのアドレスをクリックします 

パスワードを入力して「登録する」をクリックします 
※メールを受信するはチェックを外しても問題ありません 

このまま寄付申し込みを行ないますので 

住所登録を終わらせるために「続けて住所を登
録する」をクリックします 



実践（住所登録） 

お礼の品を受け取る住所です 
正しく入力して「確認する」をクリックします 

中身を確認して問題なければ 
「登録する」をクリックします。 



実践（お礼の品を選ぶ） 

それでは、お礼の品を選びましょう。 
ここでは、終了まで期限が迫っている千葉県市川市のTポイントを例に説明します。 

サイト左上のマークをクリックしてTOPへ戻ります 

それでは、お礼の品を選びましょう。 
ここでは、終了まで期限が迫っている千葉県市川市のTポイントを例に説明します。 

ふるさとチョイスでは色々な条件で検索する事ができます。 
クレジット払い可・何度でも申し込めるなどの特徴から選ぶ方法や 
寄付金額から選ぶ、地域から選ぶ、お礼の品から選ぶなどがあります。 
 
今回の場合自治体名がハッキリとしているため、地域から選択してもよいのですが 
通常ではお礼の品から選ぶ事が多いと思いますので、今回はお礼の品から検索します。 



実践（お礼の品を選ぶ） 

サイトを下へスクロールさせると 
左側に検索条件が出てきます 

「お礼の品でチョイス」が出てきたら 
更に下までスクロールして「イベントやチケット等」の 
「ポイント」にチェックを入れます 
そうすると自動的に条件にあった項目が表示されます 



実践（お礼の品を選ぶ） 

表示された画面を下へスクロールさせると
今回の目的の「千葉県市川市：Tポイント」が
出てきますのでクリックします 

この条件を見るだけでも色々なお礼の品があることが分かります。 
今回は決め内でしたが、お肉、野菜など好きな条件で検索してください。 
複数条件をセットして絞り込む事もできますのでクレジット払いなども一緒にセットしてください。 



実践（お礼の品を選ぶ） 

今回の市川市はポータルサイトからの寄付金の支払いには対応していませんので 
下の方へスクロールさせると出てくる基本情報に記載のあるURLから 
自治体のページへ遷移して手続きを行なってください。 
 
ポータルサイトからの支払いに対応している自治体の場合は 
というボタンが用意されていますのでそちらから手続きを行ってください。 

品物の説明や自治体で用意している使い道の
選択肢の説明などの記載があります 

自治体のURL 



実践（お礼の品を選ぶ際の注意点） 

今回の市川市を例にすると10,000円以上でTポイント2,000ポイントとなっている場合 
20,000円寄付しても貰えるお礼の品は2,000ポイントだけです。 
他の自治体でも20,000円寄付して10,000円以上のお礼の品から選択すると 
送られてくるのは選択した品1個だけです。 
10,000円の品に対して20,000円を寄付したからといって勝手に2個にはなりません。 
その為、寄付する金額と選択するお礼の品の関係は気をつけてください。 

では、2回に分けて寄付金の支払いをすればいいじゃないか！と思いますよね。 
それが可能な自治体もありますが、そうでは無いケースが現在は多くなっています。 

同じ自治体への2回目以降の寄付に対してはお礼の品を送らない事にしている 
自治体は沢山あります。 
今回の市川市も例外ではありません。 
つまり、2回に分けて寄付をしても貰えるのは2,000ポイントだけですので注意が必要です。 

ふるさとチョイスでは寄付した回数に関わらず毎回お礼の品を頂ける自治体には 
「年何度でもお礼あり」のアイコンが付いていますので目印にしてください。 
※検索条件でも絞込み可能です。 



実践（お礼の品を申し込む際の注意点） 

手続きの部分で説明をしますが、2015年から5つの自治体までへの寄付であれば 
サラリーマンは確定申告を行なわなくても還付・控除を受けられるようになりました。 
 
その恩恵を受ける為には寄付を行なう際に自治体へ申請書を送ってもらうように 
依頼をする必要があります。 
ふるさとチョイスから支払い手続きをする場合は最下部に 
「寄付金税額控除に係る申告特例申請書を要望する」というチェックがあります。 

こちらに必ずチェックを入れてください。 
各自治体からの申し込みの場合でも同様の欄が必ずありますので忘れずに 
依頼をしてください。 

もし、5つよりも多くの自治体に寄付するかそれとも5つに絞るかを迷っている方は 
とりあえずチェックを入れておいてください。 
手続きのパートで説明しますが、申請書を入手するだけでは手続きは完了していません。 
その為、どちらに転んでもいいように申請書だけは入手しておきましょう。 



実践（寄付金の支払い） 

ふるさとチョイスから支払い手続きができ、かつ、クレジット払い可の自治体であれば 
手続きを行なうとYahoo!公共料金での支払い画面へ遷移します。 
そちらで手続きを行なってください。 
 
各自治体からの申し込みの場合でYahoo!公共料金での手続きの場合も同様です。 

勿論、クレジットカード対応していない自治体への寄付も可能です。 
その場合は振込みになりますので、振込み手数料がかからない銀行から 
振込みを行うなど余分な出費が発生しないように工夫を行いましょう。 



実践（寄付金の支払いとお礼の品の受け取り） 

申し込み、支払いが完了したらお礼の品が届くのを待ちましょう。 
お礼の品は人気度合いや食材であれば生産時期などにより 
すぐに届く場合と1～2ヶ月後に届く場合があります。 
 
ネットショッピングとは違い数日で届く物ではありませんので焦らずに待ちましょう。 

お礼の品が届いたら・・・堪能してください（笑） 



実践（還付・控除を受ける為の手続き） 

お礼の品を堪能したら後は還付・控除を受ける為の手続きだけです。 
これを忘れるとただ寄付しただけになりますので、忘れずに行ないましょうね。 

ここからは、年間5つの自治体までに寄付をする方と5つよりも多くの自治体へ 
寄付する方とで手続きが異なります。 

殆どの自治体はお礼の品とは別送で「寄付金受領証明書」が送られてきます。 
「寄付金税額控除に係る申告特例申請書を要望する」にチェックを入れた方は 
そちらの書類も一緒に送られてくるはずです。 

年間5つの自治体までの寄付の方は 
こちらを参考に申請書を記入して寄付した自治体へ送り返してください。 
後日、自治体側で書類が受理されると「受領書」が送られてきます。 
念のため、寄付金受領書と一緒に保管しておいてください。 

この確定申告不要の手続きをされる方は1点だけ注意してください。 
もともとふるさと納税を実行されていた場合に、もし、

となります。 
この制度が適用されるのが2015年4月からになるためです。 
今から始める方は気にしなくても大丈夫です。 

また、この制度を利用した場合は所得税からの還付は行なわれません。 
全額住民税からの控除になりますので、その点は覚えておいてください。 

http://www.town.kawajima.saitama.jp/kurashi/shinsei/pdf/1stoptokurei_kinyuurei.pdf


実践（還付・控除を受ける為の手続き） 

年間5つよりも多くの自治体へ寄付される方は翌年の3月に確定申告を行ないます。 
確定申告では自治体から送られてきている「寄付金受領証明書」が必要となります。 

自治体によるとは思いますが、ふるさと納税分の確定申告であれば 
1hもかからずに終わると思いますので、忘れずに確実に確定申告を行ないましょう。 

自治体により証明書のフォーマットが異なる為、一概には言えませんが 
証明書に自治体の役場住所の記載が無い場合があります。 
その場合は確定申告では自治体の役場住所を入力する欄がありますので 
送られてきた封筒を一緒に保管しておくか、付箋やメモに住所を記載して 

しておきましょう。 
 

私は今年の3月(2014年分)の確定申告をする際に初めてそれを知り 
その場でスマフォを使って調べました。 
予め用意しておくとスムーズに記載でき短時間で確定申告が終わります。 

見辛いですがここに役場の 
住所が記載されています。 

どこにも役場の住所の 
記載がありません。 



最後に 

これで基本の実践項目は終了です。 
お疲れ様でした。 
 

やってみると意外とあっけないと感じたと思います。 
 

私は昨年実行したおかげで美味しい食材を堪能しただけでなく 
今年の6月からの手取りが体感できる程度に増えました。 
※住民税が控除され給与から天引きされる分が減っている為 
 

これを自分たちの為に投資すれば罰金モンスターから奪還しただけでなく 
新しい価値を生み出す事ができます。 
楽しみながら実行できるのに、効果がすぐに現れます。 
これは皆さんも是非実践してください。 

この後巻末に、補足としてその他の特殊ケースなどの注意点を載せておきますので 
サラッと確認しておいてください。 

罰金奪還完了 


